


備 考

医学部医学科
の定員増は平
成23年度まで
とする。

　（編入学）
3
10 20

学士
（工学）

　福祉環境工学科
  [Department of Welfare
   Engineering] 4 80 － 320

学士
（工学）

  応用化学科
  [Department of Applied
   Chemistry] 4 60 － 240

学士
（工学）

　知能情報ｼｽﾃﾑ工学科
  [Department of Computer
  Science and Intelligent
  Systems] 4 70 － 280

学士
（工学）

　電気・電子工学科
  [Department of Electrical
   and Electronic
   Engineering] 4 80 － 320

学士
（工学）

　機械・ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ工学科
  [Department of Mechanical
   and Energy Systems
   Engineering] 4 80 － 320

学士
（工学）

工学部
[Faculty of Engineering]

大分県由布市挾間町
医大ヶ丘1丁目1番地( 85) (560)

　看護学科
  [School of Nursing] 4 60

3
10 260

学士
（看護学）

医学部
[Faculty of Medicine]
  医学科
  [School of Medicine] 6 90

2
10 590

学士
（医学） 平成21年4月

第１年次

　（編入学）
3
10 20

学士
（経済学）

  地域システム学科
  [Department of
   Regional Studies] 4 45 － 180

学士
（経済学）

  経営システム学科
  [Department of Business
   Studies] 4 130 － 520

学士
（経済学）

経済学部
[Faculty of Economics]
　経済学科
  [Department of Economics] 4 130 520

学士
（経済学）

　人間福祉科学課程
  [Human Society and Welfare
   Science Course] 4 95 － 380

学士
（教養）

　情報社会文化課程
  [Computer Science, Society
   and Culture Course] 4 50 － 200

学士
（教養）

　学校教育課程
  [School Education Course] 4 100 － 400

学士
（教育）

教育福祉科学部
[Faculty of Education and
 Welfare Science]

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次 所　在　地

年 人 年次
人

人 　　年　月
第　年次

大 学 の 目 的
　本学は、人間と社会と自然に関する教育と研究を通じて、豊かな創造性、社会性
及び人間性を備えた人材を育成するとともに地域の発展ひいては国際社会の平和と
発展に貢献し、人類福祉の向上と文化の創造に寄与することを目的とする。

新 設 学 部 等 の 目 的

 大分県は，平成１９年度から始まった学士編入学（第２年次後学期）を対象とし
た奨学金制度とは別に，平成２１年度から入学する医学科新入生を対象とした奨学
金制度を新たに設けることを決定し，これを受け，本学医学部では県内に医師を定
着させる方策の一つとして，医学部医学科の入学定員増を図るものである。

新

設

学

部

新 設 学 部 等 の 名 称 修業年限
入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

フ リ ガ ナ ｵｵｲﾀﾀﾞｲｶﾞｸ
大 学 の 名 称 大 分 大 学　（Oita University）

大 学 本 部 の 位 置 大分県大分市大字旦野原７００番地

計 画 の 区 分 医学部の収容定員変更

フ リ ガ ナ ｺｸﾘﾂﾀﾞｲｶﾞｸﾎｳｼﾞﾝ　     ｵｵｲﾀﾀﾞｲｶﾞｸ
設 置 者 国 立 大 学 法 人　　 大 分 大 学

別記様式第２号（その１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄
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― ― 科目 ― 科目 ― 科目 ― 科目 ― 単位

同 一 設 置 者 内 に お け る
変 更 状 況
（ 定 員 の 移 行 ，
名 称 の 変 更 等 ）

　該当なし

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義 演習 実験・実習 計

(1,347) (5,179)
計 －

1,352
－

5,209

　福祉社会科学専攻
  [Social Service
   Administration] 2 12 － 24

修士
(福祉社会科学)

福祉社会科学研究科(修士課程)
[Graduate School of Social
 Service Administration]
(Master Couse)

　環境工学専攻
  [Energy and Environmental
   Engineering] 3 6 － 18

博士
（工学）

　物質生産工学専攻
  [Materials Science and
   Production Engineering] 3 6 － 18

博士
（工学）

工学研究科（博士後期課程）
[Graduate School of
 Engineering](Doctor Couse)

　福祉環境工学専攻
  [Human Welfare 2 21 － 42

修士
（工学）

　建設工学専攻
  [Architectural 2 15 － 30

修士
（工学）

　応用化学専攻
  [Applied Chemistry] 2 21 － 42

修士
（工学）

　知能情報システム工学専攻
  [Computer Science and
   Intelligent Systems] 2 24 － 48

修士
（工学）

　電気電子工学専攻
  [Electrical and Electronic
   Engineering] 2 27 － 54

修士
（工学）

  機械・ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ工学専攻
  [Mechanical and Energy
   Systems Engineering] 2 27 － 54

修士
（工学）

工学研究科（博士前期課程）
[Graduate School of
 Engineering](Master Couse)

平成20年4月
第１年次

　医学専攻
  [Medical Science] 4 30 － 120

博士
（医学）

医学系研究科（博士課程）
[Graduate School of
 Economics](Doctor Couse)

　看護学専攻
  [Nursing] 2 16 － 32

修士
（看護学）

  医科学専攻
  [Medical Science] 2 15 － 30

修士
（医科学）

医学系研究科（修士課程）
[Graduate School of
 Medicine](Master Couse)

　地域経営専攻
  [Business Administration
   and Regional Governance] 3 3 － 9

博士
（経済学）

経済学研究科（博士後期課程）
[Graduate School of
 Economics](Doctor Couse)

　地域経営政策専攻
  [Community and Business
   Management] 2 12 － 24

修士
（経済学）

　経済社会政策専攻
  [Economic and Social
   policy] 2 8 － 16

修士
（経済学）

経済学研究科（博士前期課程）
[Graduate School of
 Economics](Master Couse)

修士
（教育学）

　教科教育専攻
  [Subject Teaching] 2 33 － 66

修士
（教育学）

教育学研究科（修士課程）
[Graduate School of
 Education](Master Couse)
　学校教育専攻
  [School Education] 2 6 － 12

等

の

概

要
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１ ５
（４４）（３５） （３） （２２）（１０４）（１） （５）計
４４ ３５ ３ ２２ １０４

０ ２
（６） （４） （０） （０） （１０） （０） （２）　福祉環境工学専攻
６ ４ ０ ０ １０

０ ３
（６） （４） （０） （３） （１３） （０） （３）　建設工学専攻
６ ４ ０ ３ １３

０ １
（５） （８） （０） （３） （１６） （０） （１）　応用化学専攻
５ ８ ０ ３ １６

０ １
（９） （５） （２） （５） （２１） （０） （１）　知能情報システム工学専攻
９ ５ ２ ５ ２１

１ １
（１０） （７） （０） （６） （２３） （１） （１）　電気・電子工学専攻
１０ ７ ０ ６ ２３

０ ３ 各学科の兼任
教員数に学科
共通の数を含
む。
計は実数。

（８） （７） （１） （５） （２１） （０） （３）
工学研究科（博士前期課程）
　機械・ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ工学専攻

８ ７ １ ５ ２１

０ ２
（４７）（３３） （６） （０） （８６） （０） （２）計
４７ ３３ ６ ０ ８６

０ ２
（４７）（３３） （６） （０） （８６） （０） （２）

医学系研究科（博士課程）
　医学専攻

４７ ３３ ６ ０ ８６

０ １４
（５８）（３６） （９） （０）（１０３）（０） （１４）計
５８ ３６ ９ ０ １０３

０ １２
（１１） （３） （３） （０） （１７） （０） （１２）　看護学専攻
１１ ３ ３ ０ １７

０ ２
（４７）（３３） （６） （０） （８６） （０） （２）

医学系研究科（修士課程）
　医科学専攻

４７ ３３ ６ ０ ８６

０ ０
（１３） （６） （０） （０） （１９） （０） （０）計
１３ ６ ０ ０ １９

０ ０
（１３） （６） （０） （０） （１９） （０） （０）

経済学研究科（博士後期課程）
　地域経営専攻

１３ ６ ０ ０ １９

０ ５
（３１）（２１） （１） （０） （５３） （０） （５）計
３１ ２１ １ ０ ５３

０ １
（１８）（１２） （１） （０） （３１） （０） （１）　地域経営政策専攻
１８ １２ １ ０ ３１

０ ４
（１３） （９） （０） （０） （２２） （０） （４）

経済学研究科（博士前期課程）
　経済社会政策専攻

１３ ９ ０ ０ ２２

０ ２
（５２）（３０） （５） （０） （８７） （０） （２）計
５２ ３０ ５ ０ ８７

０ ０
（４５）（２０） （５） （０） （７０） （０） （０）　教科教育専攻
４５ ２０ ５ ０ ７０

０ ２
（７） （１０） （０） （０） （１７） （０） （２）

教育学研究科（修士課程）
　学校教育専攻

７ １０ ０ ０ １７

４ ３９
（４４）（３８） （５） （２６）（１１３）（４） （３９）計
４４ ３８ ５ ２６ １１３

２ １５
（１２）（１１） （１） （４） （２８） （２） （１５）　福祉環境工学科
１２ １１ １ ４ ２８

０ ７
（５） （８） （０） （５） （１８） （０） （７）　応用化学科
５ ８ ０ ５ １８

０ ３
（９） （５） （２） （６） （２２） （０） （３）　知能情報システム工学科
９ ５ ２ ６ ２２

１ ７
（１０） （７） （１） （６） （２４） （１） （７）　電気・電子工学科
１０ ７ １ ６ ２４

１ ７
（８） （７） （１） （５） （２１） （１） （７）

工学部
　機械・エネルギーシステム工学科

８ ７ １ ５ ２１

３ １２６
（５３）（３１） （７） （７８）（１６９）（３）（１２６）計
５３ ３１ ７ ７８ １６９

３ ２３
（１１） （３） （３） （７） （２４） （３） （２３）　看護学科
１１ ３ ３ ７ ２４

０ １０６ 各学科の兼任
教員数に学科
共通の数を含
む。
計は実数。

（４２）（２８） （４） （７１）（１４５）（０）（１０６）
医学部
　医学科

４２ ２８ ４ ７１ １４５

３ ４１
（３５）（２２） （２） （０） （５９） （３） （４１）計
３５ ２２ ２ ０ ５９

１ ３７
（１２） （６） （２） （０） （２０） （１） （３７）　地域システム学科
１２ ６ ２ ０ ２０

１ ３４
（１１） （８） （０） （０） （１９） （１） （３４）　経営システム学科
１１ ８ ０ ０ １９

１ ３４ 各学科の兼任
教員数に学科
共通の数を含
む。
計は実数。

（１２） （８） （０） （０） （２０） （１） （３４）
経済学部
　経済学科

１２ ８ ０ ０ ２０

０ ２４
（５４）（３５） （６） （１） （９６） （０） （２４）計
５４ ３５ ６ １ ９６

（７） （１） （０） （１８） （０） （１０）

（５）

　人間福祉科学課程
１０ ７ １ ０ １８ ０ １０

（１０）

０ １４ ０ ５
（９） （４） （１） （０） （１４） （０）

１１
（３５）（２４） （４） （１） （６４） （０） （１１）

人 人 人 各学科の兼任
教員数に学科
共通の数を含
む。
計は実数。

３５ ２４ ４ １ ６４ ０新

設

教育福祉科学部
　学校教育課程

人 人 人 人

　情報社会文化課程
９ ４ １

教

員

組

織

の

学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼任

教員教授 准教授 講師 助教 計 助手
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大学全体

大学全体

大学全体

国費による

学生納付金以外の維持方法の概要 　―

第６年次

―　千円 ―　千円 ―　千円 ―　千円 ―　千円 ―　千円
学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

―　千円

共 同 研 究 費 等 ―　千円 ―　千円 設備購入費 ―　千円 ―　千円 ―　千円

区分 開設前年度 開設年度 完成年度

教 員 １ 人 当 り 研 究 費 等 ―　千円 ―　千円 図書購入費 ―　千円 ―　千円

体育館

面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

5,307㎡
野球場２面、陸上競技場２面、ラグビー場１面、
テニスコート１７面、50ｍプール２、武道場２、
剣道場１、弓道場２、課外活動共用施設

経費の
見積り
及び維
持方法
の概要

経費
の見
積り

区　分 開設年度 完成年度

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

5,994㎡ 678 606,806

4,943〔4,943〕 3,017 98 0

（803,551〔221,788〕） （17,308〔4,515〕） （4,943〔4,943〕） （3,017） （　98） （　　0）

0

（803,551〔221,788〕） （17,308〔4,515〕） （4,943〔4,943〕） （3,017） （　98） （ 　0）

標本
〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕 点 点 点

視聴覚資料機械・器具

大学全体
803,551〔221,788〕　 17,308〔4,515〕　 4,943〔4,943〕 3,017 98

教室等

講義室 演習室

図
書
・
設
備

新設学部等の名称
図書 学術雑誌

計
803,551〔221,788〕　 17,308〔4,515〕　

専 任 教 員 研 究 室
新設学部等の名称 室　　　数

大学全体 ４０３ 室

実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

７３室 １３４室 ３０８室
１３室 ３室

（補助職員　３人）（補助職員　０人）

109,620㎡ 0㎡ 0㎡ 109,620㎡

（　　　109,620㎡）（　　　　　0㎡） （　　　　　0㎡）（　　　109,620㎡）

合          計 829,753㎡ 0㎡ 0㎡ 829,753㎡

校　　　舎

専　　用 共　　用 共用する他の
学校等の専用 計

小          計 436,485㎡ 0㎡ 0㎡ 436,485㎡

そ    の    他 393,268㎡ 0㎡ 0㎡ 393,268㎡

347,803㎡

運 動 場 用 地 88,682㎡ 0㎡ 0㎡ 88,682㎡

校
　
　
地
　
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用 共用する他の
学校等の専用 計

校　舎　敷　地 347,803㎡ 0㎡ 0㎡

計
８８２ １４ ８９６

（８８２） （１４） （８９６）

そ の 他 の 職 員
３０ １ ３１

（３０） （１） （３１）

図 書 館 専 門 職 員
７ ０ ７

（７） （０） （７）

（１３） （２５４）

技 術 職 員
６０４ ０ ６０４

（６０４） （０） （６０４）

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種 専　　任 兼　　任 計

事 務 職 員
２４１   人 １３     人 ２５４   人

（２４１）

（３１５）（４４）（１２７）（９５７）（１１）（２６４）

（―）

合　　　　計
４７１ ３１５ ４４ １２７ ９５７ １１ ２６４

（４７１）

― ― ― ―

（―） （―） （―） （―） （―） （―）

― ― ―
（―） （―） （―） （―） （―） （―） （―）既

設
分

該当なし
― ― ― ―

小　計
― ― ―

１１ ２６４
（４７１）（３１５）（４４）（１２７）（９５７）（１１）（２６４）

小　計
４７１ ３１５ ４４ １２７ ９５７

０ ６
（１） （１） （０） （０） （２） （０） （６）計
１ １ ０ ０ ２

０ ６
（１） （１） （０） （０） （２） （０） （６）

福祉社会科学研究科（修士課程）
　福祉社会科学専攻

１ １ ０ ０ ２

０ ０
（３９）（２７） （０） （０） （６６） （０） （０）計
３９ ２７ ０ ０ ６６

０ ０
（１８）（１０） （０） （０） （２８） （０） （０）　環境工学専攻
１８ １０ ０ ０ ２８

０ ０
（２１）（１７） （０） （０） （３８） （０） （０）

工学研究科（博士後期課程）
　物質生産工学専攻

２１ １７ ０ ０ ３８

分

概

要
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　応用化学専攻 2 21 － 42
修士
（工学） 1.23

平成15
年度

平成15
年度

　知能情報システム工学専攻 2 24 － 48
修士
（工学） 1.14

平成15
年度

1.14
平成15
年度

　電気・電子工学専攻 2 27 － 54
修士
（工学） 1.10

　機械・ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ工学専攻 2 27 － 54
修士
（工学）

大分県大分市
大字旦野原700番地

（博士前期課程）

工学研究科 1.11

　医学専攻 4 30 － 120
博士
（医学） 1.23

平成20
年度

1.03
平成15
年度

（博士課程）

　看護学専攻 2 16 － 32
修士

（看護学）

　医科学専攻 2 15 － 30
修士

（医科学） 0.76
平成15
年度

大分県由布市挾間町
医大ヶ丘1丁目1番地

（修士課程）

1.16
平成19
年度

医学系研究科 0.81

　地域経営専攻 3 3 － 9
博士

（経済学）

（博士後期課程）

平成15
年度

　地域経営政策専攻 2 12 － 24
修士

（経済学） 1.16
平成15
年度

　経済社会政策専攻 2 8 － 16
修士

（経済学） 1.06

（修士課程）

経済学研究科 1.12
大分県大分市
大字旦野原700番地

平成15
年度

　教科教育専攻 2 33 － 66
修士

（教育学） 0.93
平成15
年度

　学校教育専攻 2 6 － 12
修士

（教育学） 2.16

（修士課程）

1.15

教育学研究科 1.12
大分県大分市
大字旦野原700番地

　（編入学）
3
10 20

学士
（工学）

　福祉環境工学科 4 80 － 320
学士
（工学） 1.11

平成15
年度

平成15
年度

　応用化学科 4 60 － 240
学士
（工学） 1.11

平成15
年度

1.07
平成15
年度

1.10　知能情報システム工学科 4 70 － 280
学士
（工学）

　電気・電子工学科 4 80 － 320
学士
（工学）

大分県大分市
大字旦野原700番地

　機械・ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ工学科 4 80 － 320
学士
（工学） 1.08

平成15
年度

平成15
年度

工学部 1.09

1.00
平成15
年度

　看護学科 4 60
3
10 260

学士
（看護学） 0.99

　医学科 6 85
2
10 560

学士
（医学）

0.85

医学部 0.99
大分県由布市挾間町
医大ヶ丘1丁目1番地

　（編入学）
3
10 20

学士
（経済学）

平成15
年度

　地域システム学科 4 45 － 180
学士

（経済学）
平成15
年度

1.09

平成15
年度

学科振り分け
は、３年進級
時に行う。

　経営システム学科 4 130 － 520
学士

（経済学）

　経済学科 4 130 － 520
学士

（経済学）

1.09
平成15
年度

経済学部 1.09
大分県大分市
大字旦野原700番地

　人間福祉科学課程 4 95 － 380
学士
（教養）

　情報社会文化課程 4 50 － 200
学士
（教養） 1.10

平成15
年度

大分県大分市
大字旦野原700番地

　学校教育課程 4 100 － 400
学士
（教育） 1.09

平成15
年度

倍

教育福祉科学部 1.09

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度 所　在　地

年 人 年次
人

人

既

設

大

学

等

の

大 学 の 名 称 国立大学法人大分大学

学 部 等 の 名 称 修業年限
入学
定員

編入学
定　員

収容
定員
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規　模　等：18,608 ㎡

　福祉社会科学専攻 2

目　　　的：学術情報の整備・充実とその高度化に努め，図書，学術雑誌その他必要な資料
　　　　　　と情報システム報ネットワークを本学の教職員，学生の利用に供することによ
　　　　　　り教育・研究の進展を図り，地域社会への学術情報の提供と公開及び情報化支
　　　　　　援などを通じて社会との連携の推進を資する。

所在位置　：大分県大分市大字旦野原７００番地、大分県由布市挾間町医大ヶ丘１丁目１番

24
修士

(福祉社会科学) 0.83
平成15
年度

設置年月日：平成２０年４月
規　模　等：7,781 ㎡

附属施設の概要

名　　　称：附属学校（小学校、中学校、幼稚園、特別支援学校）

目　　　的：小学校教育、中学校教育、幼稚園教育、特別支援教育

所在位置　：大分県大分市王子新町１番１号
設置年月日：平成２０年４月

12 －

大分県大分市
大字旦野原700番地

（修士課程）

1.16
平成15
年度

0.83福祉社会科学研究科

　環境工学専攻 3 6 － 18
博士
（工学）

　物質生産工学専攻 3 6 － 18
博士
（工学） 1.21

平成15
年度

平成15
年度

（博士後期課程）

0.96
平成15
年度

　福祉環境工学専攻 2 21 － 42
修士
（工学） 0.83

　建設工学専攻 2 15 － 30
修士
（工学）

状

況

目　　　的：民間企業や公的試験・研究機関との共同研究の受入れ及び支援、各種講演会の
　　　　　　開催
所在位置　：大分県大分市大字旦野原７００番地
設置年月日：平成５年４月
規　模　等：1,138 ㎡

附属施設の概要

名　　　称：学術情報拠点

附属施設の概要

名　　　称：総合科学研究支援センター
目　　　的：大分大学における学内共同教育研究施設として，教育及び研究の向上並びに発
　　　　　　展に資することを目的とする。
所在位置　：大分県大分市大字旦野原７００番地、大分県由布市挾間町医大ヶ丘１丁目１番
設置年月日：平成１５年４月
規　模　等： 1.295 ㎡

附属施設の概要

名　　　称：地域共同研究センター

附属施設の概要

名　　　称：国際教育研究センター
目　　　的：留学生への日本語・日本事情教育及び修学・生活上の指導助言。また、本学学
　　　　　　生に対して留学に関する情報提供や指導助言、国際理解教育を行うことによる
　　　　　　国際交流推進への寄与。
所在位置　：大分県大分市大字旦野原７００番地
設置年月日：平成１２年５月
規　模　等： 132 ㎡

附属施設の概要

名　　　称：ベンチャービジネスラボラトリー
目　　　的：大学院学生を中心とした若手研究者の柔軟な発想を生かし、高度の専門的職業
　　　　　　能力を有し、ベンチャー精神に富んだ創造的な人材の育成を図り、併せて新技
　　　　　　術・新産業の創出と地域産業の活性化に貢献すること。
所在位置　：大分県大分市大字旦野原７００番地
設置年月日：平成１１年４月
規　模　等：1,499 ㎡

附属施設の概要

名　　　称：福祉科学研究センター
目　　　的：学内及び学外の関係機関と連携を図り、福祉科学に関する理論的な深化・発展
　　　　　　をめざす調査・研究を行うとともに、実践的な人材養成を支援するための諸活
　　　　　　動を行い、地域社会の福祉の増進に寄与する。
所在位置　：大分県大分市大字旦野原７００番地
設置年月日：平成１０年４月
規　模　等： 25㎡

附属施設の概要

名　　　称：先端医工学研究センター

目　　　的：福祉を核とした医工連携を開発・発展させ，国民の健康障害の克服とＱＯＬの
　　　　　　向上を目指す。

所在位置　：大分県大分市大字旦野原７００番地
設置年月日：平成１７年４月
規　模　等： 59 ㎡

附属施設の概要

名　　　称：医学部附属病院
目　　　的：「患者本位の最良の医療」を基本理念とする。さらに、高度先進医療の開発と
　　　　　　提供をとおして、倫理観豊かな医療人を育成し、地域社会の福祉に貢献する。
所在位置　：大分県由布市挾間町医大ヶ丘１丁目１番地
設置年月日：昭和５６年４月
規　模　等：43,013 ㎡
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附属施設の概要

名　　　称：高等教育開発センター

目　　　的：高等教育・生涯学習に関する調査・研究及び教育事業を積極的に推進し，大分
　　　　　　大学における教育及び地域社会の発展に寄与する。
所在位置　：大分県大分市大字旦野原７００番地
設置年月日：平成２０年４月
規　模　等： 111㎡

附属施設の概要

名　　　称：附属教育実践総合センター
目　　　的：教育実践開発分野（教育実践研究領域・教育情報システム領域）と発達教育臨
　　　　　　床分野（教育臨床心理領域・発達障害臨床領域）の２分野４領域における、学
　　　　　　部附属共同研究・教育実習等の各種事業の推進。
所在位置　：大分県大分市大字旦野原７００番地
設置年月日：平成１３年４月
規　模　等：527 ㎡

附属施設の概要

名　　　称：附属医学教育センター
目　　　的：医学教育及び看護学教育並びに入学者選抜方法に関する総合的な研究・開発を
　　　　　　行い，本学部の医学・医療教育の発展・向上を図ることを目的とする。
所在位置　：大分県大分市大字旦野原７００番地
設置年月日：平成１７年４月
規　模　等： 19 ㎡

附属施設の概要

名　　　称：保健管理センター
目　　　的：学生及び教職員の保健管理等。産業保健活動等。
所在位置　：大分県大分市大字旦野原７００番地
設置年月日：昭和４９年４月
規　模　等： 736 ㎡
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医学部の収容定員変更の趣旨等を記載した書類 

 

国立大学法人大分大学 

ａ 収容定員変更の内容 
  医学部医学科の入学定員を，平成２１年度から平成２３年度までの間において５人

増加し，９５人を１００人へ変更する。（２年次編入学定員１０人を含む。） 
また，収容定員を５６０人から５９０人へ変更する。 
なお、定員増の５人については，大分県単独の医師確保緊急対策事業の見直し年度

が平成２４年度になっていることを考慮して，平成２３年度に平成２４年度以降の収

容定員について見直しを行うこととする。 
 

ｂ 収容定員変更の必要性 
地域に関する関係省庁連絡会議（総務省，文部科学省，厚生労働省 平成１９年８

月３０日）において，医師確保のための総合的な対策が取りまとめられ，平成２１年

度から最大９年間，将来の医師の養成を前倒しするとの趣旨の下，都道府県ごとに最

大５名を限度として，現行の都道府県内の医師の養成数に上乗せする暫定的な調整の

計画を容認する旨が確認された。 
  大分県の医師数は，人口１０万人当たりでは，２２６．６人と，全国平均の２０１．

１人を上回っているが，１０医療圏のうち７医療圏で全国平均を下回っており，県内

の一部を除く地域が医師不足の状況にある。 
  特に，小児科及び産科医療の分野における医師不足は厳しい状況にあり，医療圏内

に小児科医，産科医が１名から３名しかいない医療圏が，それぞれ４医療圏あり，早

急な対策が求められている。 
  更に，地域医療を支えるへき地医療拠点病院１０施設のうち，小児科医不在の病院

が４施設あり，産婦人科にいたっては，産婦人科医のいるへき地医療拠点病院は公立

おがた総合病院しかなく，危機的な状況にある。（下表参照） 
  これらのことを受け，本学と大分県との間において互いに連携・協力し，大分県内

に医師を定着させる方策の一つとして，本学医学部医学科の定員増を図ることとした。 
 
 【へき地医療拠点病院における小児科医と産科医の数】 

病 院 名 小児科医 産科医 病 院 名 小児科医 産科医 
国東市民病院 ２人 ０人 健康保険南海病院 ２人 ０人 
宇佐高田医師会病院 ０人 ０人 県立三重病院 ２人 ０人 
公立おがた総合病院 ２人 １人 コスモス病院 ０人 ０人 
大分県済生会日田病院 ２人 ０人 佐賀関病院 ０人 ０人 
津久見中央病院 ０人 ０人 杵築市立山香病院 １人 ０人 
   平  均 １人 ０人 
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C 収容定員変更に伴う教育課程の変更内容 
 
１．入学者選抜段階における取組の推進 
地域枠の設定・拡大及び推薦入学における工夫については別紙１～４のとおり。 

（１）取組概要 
①平成２１年度から推薦入試に５名の地域枠を設定する。 
②平成２２年度入試から，後期日程を廃止し，前期日程へ移行する。また，推薦入試

を廃止し，ＡＯ入試を導入する。 
（２）面接の工夫 

地域枠では，地域医療に関する資料等によりグループ討議をさせる。平成２２年度

のＡＯ入試（地域枠）では，へき地医療拠点病院での実習を義務づけるなど選抜方法

等の改善を行う。 
 
２．学部教育における取組・改善等 
（１）学部教育における取組の推進（詳細は別紙５のとおり） 

①地域医療に関するカリキュラムの充実 
ⅰ）平成２０年度から，イントロダクトリー・コースⅠ（新入生導入教育）の健康

科学概論の授業に「大分県の地域医療の現状と問題」について，大分県福祉保

健部医務課の職員による２時間の講義を実施 
ⅱ）早期体験学習 
ａ）現在はイントロダクトリー・コースⅠの早期体験実習で３日間，イントロダ

クトリー・コースⅡ（専門課程導入教育）の生命科学・病院内実習で１０時

間を実施 
ｂ）新たに大学病院外来案内ボランティア（授業開始前の朝 8:00～9:00）を実施 

毎日５人程度が交代し，屋根瓦方式で２年次生２人が新入生を指導 
ⅲ）基礎・臨床医学教育でのカリキュラム改革 
ａ）新たにチュートリアル教育の社会医学コ－スで地域保健・医療に関し２時間

の講義を実施 
   ｂ）新たにイントロダクトリー・コースⅢ（臨床実習前導入教育）の社会医療で

地域保健・医療に関し６時間の講義を実施 
  

（２）学部教育の改善等に当たっての地域の医療機関との連携の推進（詳細は別紙５のと

おり） 
①地域医療と接する機会の提供・・・県による接する場の提供 
ⅰ）へき地医療への関心を持たせるよう，大分県へき地医療支援機構が主催する「地

域医療研修会（医学生診療所体験研修）」への参加を２年次～４年次に積極的

に働きかける（地域枠の学生は必修） 
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ⅱ） 臨床実習（２週間：１単位）を地域の病院で実施 
６年次７月に行う選択実習２週間を全て学外で実施 
単位の認定は実習担当医とも協議して行う 

②地域医療に関する情報の提供・・・県による情報の提供 
 ⅰ）大分県地域医療研修会への説明会を複数回企画する 
ⅱ）カリキュラム改革での地域保健・医療に関する講師の依頼 
ａ）チュートリアル教育の社会医学コ－ス：大分県へき地医療支援機構職員 
ｂ）イントロダクトリー・コースⅢの社会医療：大分県へき地診療所・へき地医

療拠点病院の医師 
 

（３）卒前・卒後を通じた，地域医療に関する教育体制 
大分大学医学部では，「医学教育及び看護学教育並びに入学者選抜方法に関する
総合的な研究・開発を行い，医学部の医学・医療教育の発展・向上を図ること。」
を目的として，平成１７年４月に医学教育センターを設置した。同センターでは，
卒前教育と卒後教育との連携で，大分大学の医学教育や臨床実習の一貫性を理解さ
せ，卒業生の多くが大分県に留まり，大分県地域医療での戦力になることを期待し
ている。 
なお，地域医療学などの，卒前・卒後を通じた地域医療に関する教育を担う担当
講座を持っていないが同センターで，現有する教育資源を用いて効率よく地域医療
を教育する体制を整備するよう努力している。  
 卒前の学生及び卒後臨床研修医に地域医療の現状と問題点を強く認識させるた
めの方策として，現在，大分県の首長である大分県知事による講義「大分県の地域
医療の現状・問題点（案）」を実施していただく予定である。  

 
【医学科学生に新たに実施する地域医療関連教育】  
①大分県地域医療の現状と課題の講義 （１年次）  
②早朝外来ボランティア実習（１，２年次）  
③へき地医療拠点病院・へき地診療所医師による地域医療教育（４年次）  
④大分県福祉保健部医務課地域医療班による地域医療教育（４年次）  
⑤大分県へき地医療拠点病院，へき地診療所医療実習(１週間，６年次，１単位)  
⑥大分県地域医療研修会参加によるへき地医療実習（１年次～６年次） 

  
【臨床研修医などの卒後研修に新たに実施する地域医療関連教育 】 
①大分県内の全てのへき地医療拠点病院を地域保健・医療研修施設として，地域
医療研修を促進 

②新研修医オリエンテーションに大分県福祉保健部医務課地域医療班講師によ
る地域医療教育を実施  

③卒後臨床研修セミナーにへき地医療拠点病院・へき地診療所の医師による地域
医療教育を追加 
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３．大分県の実施する奨学事業の概要 
既実施事業 今回新たに行う事業 

１．事業名 大分県医師修学資金 
 
２．対 象 地域枠学士編入学者 
 
３．貸与額 
・入学料及び授業料に相当する額 
・生活費 月額 15万円 

 
４．返還の免除 
貸与を受けた期間の 1.5倍を義務期間と
し，この期間に大分県知事の指定する医療
機関において医師として勤務した場合，全
額返還免除とする。 

 
５．その他 
平成１９年度編入学から実施 

１．事業名 大分県医師修学資金 
 

２．対 象 地域枠推薦入学者等 
 
３． 貸与額 
・入学料及び授業料に相当する額 
・生活費 月額 5万円 

 
４．返還の免除 

貸与を受けた期間の 1.5倍（９年間）を
義務期間とし，この期間に大分県知事の指
定する医療機関において医師として勤務
した場合，全額返還免除とする。 

 
５．その他 

平成２１年度入学者から実施 
 
４．その他地域定着策のための取組 

（１）卒後の臨床研修・専門医研修での取組み 

 ■現在の取り組み 

   ①卒後臨床研修の２年間 

１年次研修時に大学病院以外に１１の地域中核病院の選択が可能である。この

うち３病院（国東市民病院，健康保険南海病院，大分県済生会日田病院）は県の

へき地医療拠点病院に指定されている。２年次には選択期間を設け，大分市や別

府市など都市部に存在する病院に限らず大分県内に広く存在する４４の地域病院

の協力を得，地域医療と臨床研修の融合を図っている。このうち１１病院は県の

へき地医療拠点病院であり，へき地診療所も４カ所含まれている。また２年次の

必修研修では地域保健・医療（保健所や介護施設など）を実施している。 

②専門医研修 

従来より各地域病院に対して大学病院の各診療科毎に１０～９０名規模の派遣

を行っており，派遣先病院での若手医師の受入れ体制及び専門医研修の充実化を

図っている。 

  ③研修医教育 

研修医を教育する指導医を大分県全体で養成する目的で，平成１８年４月「大

分県医師臨床研修指導医講習会開催実行委員会」を設立した。大分県内の管理型

臨床研修病院において合同で，大分県医師臨床研修指導医講習会を定期的に開催

し，より質の高いプログラム及び研修教育を実施できる指導医の養成に努めてい

る。 
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10耳鼻科
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20泌尿器科

15皮膚，形成外科
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4心臓血管外科

9外科２

55外科１

33小児科

21精神科神経科

23内科３

85内科２

85内科１

派遣者数講座名等
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9外科２

55外科１

33小児科
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85内科２
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派遣者数講座名等

１6年度 １7年度 18年度 19年度
初期臨床研修医数 29 39 22 41
後期臨床研修医数      -      - 27 42
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１6年度 １7年度 18年度 19年度

初期臨床研修医数

後期臨床研修医数

初期・後期臨床研修医数の推移 診療科の連携病院への地域医療支援医師数

初期・後期臨床研修医確保対策として臨床研修センター設置による臨床研修環境の改善、医学教育センター・臨床研修センター共同での地域医
教育、院内保育園設置による女性研修医確保対策、連携病院共同県内臨床研修説明会による県内研修の増加対策を行い、19年度は初期、後
臨床研修共に40人を確保した。また診療科毎の大分県内連携病院での地域医療支援医師数は約５００名で地域医療に大きな貢献を行っている

合計

リハビリテーション部

歯科口腔外科

総合診療部

麻酔科

放射線科

産科婦人科

合計

リハビリテーション部

歯科口腔外科

総合診療部

麻酔科

放射線科

産科婦人科

初期・後期臨床研修医確保対策として臨床研修センター設置による臨床研修環境の改善，医学教育センター・
臨床研修センター共同での地域医療教育，院内保育園設置による女性研修医確保対策，連携病院共同県内臨床
研修説明会による県内研修の増加対策を行い，平成１９年度は初期・後期臨床研修共に４０人を確保した。 

■今後の取り組み 

①卒後臨床研修で地域のより多様なへき地医療機関で研修 

大分県へき地医療支援機構とも協議し，研修可能な医療機関を追加する。 

※現在へき地医療拠点病院の佐賀関病院は病院群に入っていない 

※現在１８ある，へき地診療所等のうち病院群に入っているのは４カ所（姫島

村国民健康保険診療所，中津市国民健康保険山移診療所，九重町飯田高原診

療所，佐伯市国民健康保険西野浦診療所）だけ 

②生涯学習の場の提供 

現行の卒後臨床研修医のための講義は，学部生・医員・大学院生に開放されてい

る。 

１）県内の医師にも開放する  

２）ホームページで予定を明確に伝達する 

３）講義を撮影しハンドアウトと共にホームページに置きいつでも聴講可能に

する 

 

（２）医師の派遣・紹介の取組み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■現在の取り組み 

これまで大分大学医学部は，地域医療支援医師の養成機関として地域医療に貢献し，

県内における人口１０万当たりの病院・病床数は全国平均を大きく上回るようになっ

たが，その６０％が大分市，別府市を中心とする保健医療圏に集中し，大分県内の人

口減少とあいまって，医師・医療機関の地域による偏在，領域による偏在が起こり，

一部地域で医師不足が出現している。 
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現在，地域医療機関から医師紹介要請があった場合，大学病院全体として“大分大

学医学部附属病院医師の紹介要請等に関する申し合わせ”に基づいて検討しているが，

平成１６年度より卒後臨床研修制度の変更での影響は大きく，大学病院の医師派遣機

能が崩壊した。しかし，平成１９年度は後期臨床研修で４０人以上の医師数を確保で

き改善の兆しが見えておりこの傾向が５年間続けば大学附属病院の機能は改善すると

考えられる。 

また，領域による偏在では小児科・産婦人科の医師不足に関して，大分県からの財

政的援助が平成１９年１０月より開始されており，後期臨床研修で小児科・産科婦人

科の選択者には最大１５万円／月×３年間の研修奨励金の賦与がなされている。更に，

平成２０年４月よりへき地医療拠点病院で診療する医師への国内外施設での研修・研

究留学支援策も計画されている。 

■今後の取り組み 

平成２０年４月から，小児科・産婦人科医師不足の早期解消及び継続的・安定的な

確保を図ることを目的として，大分県からの委託事業「おおいた地域医療支援システ

ム構築事業」を受け，本学の指導医が地域中核病院で後期研修医への指導及び外来診

療を行い，地域密着型後期研修プログラムの研究開発を行う。地域の病院で安心して

後期研修を受けられる研修プログラム及び地域の病院が医師を確保しやすい環境を整

備することにより，両領域の医師の継続的・安定的な確保を目指す。 

以上の対策に関して，県内よりの入学者増加が５～１０年間続けば大学附属病院の

医師派遣機能及び地域医療を支える機能の回復に大きく貢献できると考える。 

  

（３）女性医師定着策 

■現在の取り組み 

①平成１９年７月から院内保育園を開設した。 

平成２０年３月１日現在の収容者数２１名，保護者の内訳：医師７名（うち女性医

師５名），看護師１０名，その他４名 

②複数の診療科（内科，外科，麻酔科など）で，育児中の女性医師に対して，勤務時間

の短縮及び緊急呼び出しや当直業務の免除等の独自の勤務支援体制を導入している。 

③平成１７年度から泌尿器科，循環器内科，総合診療部などに女性専用外来を，平成１

９年度からは漢方薬の処方を行う漢方外来を開設した。女性医師が，これらの外来診

療に携わることで医師としてのキャリア向上にも役立っている。 

④医学部学生に対して，東洋医学（年８コマ１６時間）や性差医療（年１コマ２時間）

に関する教育を行い，関心を高めている。 

⑤診療科単位で，女性医師のための勉強会（症例検討及び特別講師を招いてのセミナー）

を開催している。（内科第１では，年２回開催）時には，学生や研修医の参加もあり，

情報交換の場としての意義も大きい。 
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■今後の取り組み 

①妊娠や育児期間に合わせた弾力的な勤務体系（ワークシエアリングやフレックスタイ

ム制等）を導入し，病院全体として女性医師の働きやすい職場環境の実現を目指す。 

②出産・育児等で離職中の医師の復帰支援を目的とした再教育プログラムの開発・実践

を行う。地域医療機関と協力・連携することにより，地域医療にも貢献できる。 

③院内保育園の延長保育は現在２０時までであるが，育児中の女性医師が常勤医として

の勤務が容易となるよう，今後２４時間の保育体制及び病児保育の導入についても検

討すする。 

④医学部学生に対して，現場で働く女性医師を講師に招いた講演会等を開催し，学生時

代から医師として働き続ける心構えを持たせ，キャリア継続が可能であることの情報

を提供する。このような教育は女子学生のみでなく，将来パートナー或いは同僚とな

る可能性の高い男子学生に対しても重要である。 

⑤大分県医師会では平成１８年１０月に「大分県医師会大分女性医師の会」を設立し，

平成１９年度までに総会及び講演会を２回開催した。平成２０年度からは，医師会と

タイアップし女性医師のみならず女子学生に対し就職支援事業やキャリアアップの

ためのセミナーや勉強会を企画する。 
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医学部医学科入学定員について（案） 
 

現    行 改    正 
 

 
推薦入試   ２０  

  前期日程   ４０ 
  後期日程   ２５ 
  学士編入学  １０（地域枠３） 

合 計   ９５ 
 
 

平成２１年度 
 推薦入試  ２０ →  ２５（地域枠５）
 前期日程       ４０ 
 後期日程       ２５ 
 学士編入学      １０（地域枠３）
  合 計  ９５ → １００ 
 
 
 
平成２２年度～ 
 ※ＡＯ入試  ０ →  ３０（地域枠５）
 推薦入試  ２５ →   ０ 
 前期日程  ４０ →  ６０ 
 後期日程  ２５ →   ０ 
 学士編入学       １０（地域枠３）
  合 計 １００ → １００ 
 
 
 
※ 学校推薦→自己推薦へ 
※ 大学入試センター試験の成績で，第１次
選考を行う 

 

※ 今回の地域枠に係る定員５名については，学士編入学の募集要項と同様の募集を

行い，入学後の学生には大分県の医師修学資金が貸与される。 

大分県による医師修学資金は，卒業後，大分県の指定する医療機関において一定 

期間（９年間）医師の業務に従事した場合には，全学返還を免除できる。 

 

別紙１ 
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【後期日程廃止に伴う問題点】 

○メリット 
１ 前期日程と後期日程は共に類似した選抜方法を取っており，合格者の入学後の学力

もほぼ類似しているが，学年の進行に伴い前期日程入学者が成績上位２０位に入る割

合が増える傾向にある。 
後期日程を廃止しても学生の質は確保できる。 

                           （平成１９年度調査資料） 

成績上位者
の割合 

合 計 
第１年次
生進級判
定 

第２年次
第Ⅰ修学
期認定 

第３年次
第Ⅱ修学
期認定 

第４年次第
Ⅲ修学期認
定 

第４年次
第Ⅳ修学
期認定 

前期日程 0.235  0.275  0.275  0.150  0.250  0.225  

後期日程 0.207  0.400  0.167  0.200  0.133  0.167  

前期日程（センター試験＋個別学力試験：英・数・国） 
後期日程（センター試験＋個別学力試験：総合問題＋個人面接） 
この他，推薦入試，学士編入学試験で入学者を選抜している。 

 
２ 後期日程を廃止することで，新たに導入する地域枠を含むＡＯ入試実施に伴う丁寧

な面接を行うための要員・時間の確保が可能となる。 
 
○デメリット 

後期日程を廃止することで，受験生の受験の機会を減らすことになるが，推薦入試を

ＡＯ入試に切り替えることで，高等学校長の推薦書がなくても自己推薦で受験できるよ

うにした。 
 
【ＡＯ入試導入に伴う問題点】 

 

○メリット 
１ 医学，特に地域医療を志す受験生の中から，学力試験に加え丁寧な面接を行い，大

学が求めている学生を選抜できる。 
２ 自己推薦を基本としており，受験生に広く門戸が開放される。 
３ 先進的大学（旭川医科大学や高知大学など）からの報告では，勉学や社会活動に積

極的に取り組む学生が入学することが期待される。 
 

○デメリット 
１ 従来の推薦入学試験より多くの受験生が応募することが予想され，手続き等に時間

と労力を要する。 
２ 丁寧な面接を含む選抜試験を実施するため，入試実施者の負担が大きくなることが

予想される。 
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平成２１年度特別選抜（推薦入学）（案） 

 
 事       項 備  考 

募集人員 ２５名（一般枠２０名，地域枠５名）  
推薦人員 
 

各高等学校から各６名以内 
（一般枠３名以内，地域枠３名以内） 

 
 

出願資格 平成２１年３月卒業見込みの者 
本学が指定した大学入試センターの教科・科目を受験した者

高等学校等の調査書の学習成績概評がＡ段階に属する者 
高等学校長等が責任を持って推薦できる者 

 
 
 
 
 

出願要件 
（地域枠のみ） 

大分県内の小学校又は中学校を卒業し，大学卒業後，大分県

のへき地の地域医療に貢献したいという強い意志を有する者

一般枠と地

域枠との併

願は認めな

い 
出願書類 高等学校長等の推薦書・調査書・特別活動に関する調査書  

 
第１次選考 推薦書及び調査書により，書類選考（一般枠は募集人員の約

３倍，地域枠は約４倍）を行い，第２次選考の対象者を決定

 
 
 

第２次選考 面接，大学入試センター試験の成績及び第１次選考結果を総

合的に評価し決定 
 
 
 

（面接の工夫等（地域枠のみ）） 
・ 地域医療に関する資料（データ）・事例又は新聞記事等に

よりグループ討議を行う。 
・ 地域枠の集団面接員は，臨床の教員があたる。 

 

配   点 
 
 
 
 

一般枠 
国語 100 地歴・公民 50 数学①50 数学②50 理科 50×2  
外国語 100 面接 300 調査書・推薦書 250 合計 1,000点 
地域枠 
国語 100 地歴・公民 50 数学①50 数学②50 理科 50×2  
外国語 100 面接 550  合計 1,000点 
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 平成２２年度以降のアドミッション・オフィス入試特別選抜（案） 

 
 事       項 備  考 

募集人員 ３０名（一般枠２５名，地域枠５名）  
出願資格 平成２０年３月以降に卒業した者及び平成２２年３月卒業見

込みの者 
本学が指定した大学入試センターの教科・科目を受験した者

高等学校等の調査書の学習成績概評がＡ段階に属する者 

 
 
 
 

出願要件 
（地域枠のみ） 

大分県内の小学校又は中学校を卒業し，大学卒業後，大分県

のへき地の地域医療に貢献したいという強い意志を有する者

一般枠と地

域枠との併

願は認めな

い 
出願書類 自己推薦書・調査書・特別活動に関する調査書（高等学校の

特別活動並びに社会活動等その他の活動（３点以内）で，可

能な限り活動内容及びそれを証明できるもの） 
（地域枠のみ） 
大分県が指定するへき地医療拠点病院等の長等の評価書及び

実習感想文（へき地医療拠点病院の１１施設に実習依頼予定）

 

第１次選考 大学入試センター試験の成績により，第１次選考（一般枠約

２．５倍，地域枠約４倍）を行い，第２次選考の対象者を決

定 

 
 
 

第２次選考 面接，大学入試センター試験の成績結果を総合的に評価し決

定 
 
 

（面接の工夫等（地域枠のみ）） 
・ 地域医療に関する資料（データ）・事例又は新聞記事等に

よりグループ討議を行う。 
・ 地域枠の集団面接員は，臨床の教員があたる。 
・ 大分県が指定するへき地医療拠点病院等の長等の評価書

及び実習感想文を参考とする。 

 

配   点 
 
 

一般枠・地域枠とも 
国語 100 地歴・公民 50 数学①50 数学②50 理科 50×2  
外国語 100 面接 550  合計 1,000点 
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平成２２年度以降の前期日程（案） 

 
 

 事       項 備  考

募集人員 ６０名（２１年度までの前期４０名，後期２５名から変更）  
第１次選考 大学入試センター試験の成績により，第１次選考（約３倍）

を行い，第２次選考の対象者を決定 
同点者がいる場合には，数学Ⅰ・数学Ａ及び英語の高得点者

を優先 

 
 
 

第２次選考 
（個別学力検査） 

理科（物Ⅰ・物Ⅱ，化Ⅰ・化Ⅱ，生Ⅰ・生Ⅱから２科目） 
数学（数Ⅰ・数Ⅱ・数Ⅲ・数Ａ・数Ｂ・数Ｃ） 
英語（英Ⅱ・リーディング・ライティング） 
個人面接  

 
 
 

配   点 
 
 
 
 

センター試験 国語 100 地歴・公民 50 数学 100 理科 100  
外国語 100 

個別学力   理科 200 数学 100 英語 100 
調査書 50 
面 接 200 
合 計 1100 

 
 
 
 
 

  

別紙４



（現行） （平成２１年度以降）

年次 学期 年次 学期

前学期
イントロダクトリーコースⅠ
（一般教育概論 健康科学概論 外国語科目

身体・スポーツ科学
科目

教養・基礎教育科目 前学期
イントロダクトリーコースⅠ（＊１）
（一般教育概論 健康科学概論 外国語科目

身体・スポーツ科学
科目

教養・基礎教育科目

別紙５

早
期

ン
テ

授　　業　　科　　目授　　業　　科　　目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大分大学医学部医学科　モデルカリキュラム表　新旧対照表

前学期 （一般教育概論，健康科学概論，
早期体験実習）

外国語科目
科目

教養・基礎教育科目 前学期 （一般教育概論，健康科学概論，
　早期体験実習）

外国語科目
科目

教養・基礎教育科目

後学期 外国語科目
身体・スポーツ科学
科目

教養・基礎教育科目 後学期 外国語科目
身体・スポーツ科学
科目

教養・基礎教育科目

前学期 外国語科目 教養・基礎教育科目 前学期 外国語科目 教養・基礎教育科目

後学期
イントロダクトリーコースⅡ
（分子・細胞生物学，免疫生物学，
生命科学・病院内実習）

後学期
イントロダクトリーコースⅡ
（分子・細胞生物学，免疫生物学，
生命科学・病院内実習）

１学期 人体構造概略（病態編） 免疫・血液 呼吸器 １学期 人体構造概略（病態編） 免疫・血液 呼吸器

２学期 消化器 循環器 腎・泌尿器 内分泌・代謝 ２学期 消化器 循環器 腎・泌尿器 内分泌・代謝

３学期 運動器 皮膚 神経・筋 ３学期 運動器 皮膚 神経・筋

１学期 行動・精神・心理 ライフサイクル医学 特殊感覚器・頭頚部 １学期 行動・精神・心理 ライフサイクル医学 特殊感覚器・頭頚部

期
外
来
ボ
ラ

テ
ィ
ア
実
習

１年次

大
分
県
地
域
医
療
研
修
会
に
よ
る

大
分
県
知
事
に
よ
る
地
域

２年次

１年次

２年次
人体構造概略（正常編）

大
分
県
地
域
医
療
研
修
会
に

３年次

人体構造概略（正常編）

３年次

学期 行動 精神 心理 ライフサイクル医学 特殊感覚器 頭頚部 学期 行動 精神 心理 ライフサイクル医学 特殊感覚器 頭頚部

２学期 治療 周術期医学 社会医学 研究室配属 ２学期 治療 周術期医学 社会医学（＊２） 研究室配属

３学期 ３学期

前学期 前学期

後学期 後学期

前学期 総合講義 前学期 総合講義

後学期 後学期

※ 朱書きは 今回緊急医師確保対策として 内容を充実するもの

イントロダクトリーコースⅢ
（医療倫理・心理学，医学英語，社会医療，検査・画像診断学，プライマリーメディカルケアー，
　メディカ　ルインタビュー，身体診察）

臨　床　実　地　修　練（＊４）

６年次

イントロダクトリーコースⅢ（＊３）
（医療倫理・心理学，医学英語，社会医療，検査・画像診断学，プライマリーメディカルケアー，
　メディカルインタビュー，身体診察）

へ
き
地
医
療
実
習

（
＊
５

）

域
医
療
　
特
別
講
義

５年次

よ
る
へ
き
地
医
療
実
習
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４年次

５年次

臨　床　実　地　修　練

６年次

４年次

※　朱書きは，今回緊急医師確保対策として,内容を充実するもの

教養教育科目 教養教育科目

専門教育科目 専門教育科目

臨床実習 臨床実習

＊１ イントロダクトリーコースⅠ　…　「健康科学概論」において「大分県の地域医療の現状と問題」についての講義を実施
＊２ 社会医学　　　　　　　　　　　 …　「地域保健・医療に関する講義」を実施
＊３ イントロダクトリーコースⅢ　…　「社会医療」において「地域保健・医療に関する講義」を実施
＊４ 臨床実施修練　　　　　　　　 …　６年次の選択実習２週間を学外の医療機関で実施
＊５ 大分県地域医療研修会によるへき地医療実習　…　２～４年次の学生への積極的な呼びかけを行う


